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研究成果の概要（和文）：本研究は銅鐸の使用痕分析によって弥生時代の祭祀がどのように転換するのかを実証
的に明らかにすることを目的とした。使用痕分析はデジタルマイクロスコープによる表面観察を中心におこなっ
た。
成果の一つとして青銅器の使用痕分析の方法論を確立することができた点が挙げられる。また国内外の学会でそ
れを発信した。銅鐸の使用形態については、扁平鈕式銅鐸の新段階において使用痕跡が不明瞭になることが確認
された。この段階ですでに「聞く」銅鐸から「見る」銅鐸への転換が始まっていたと考えられる。またそのよう
な祭祀形態の転換の要因の一つとして、寒冷化による環境変動を挙げた。

研究成果の概要（英文）：I aimed at showing clearly positively how the religious service of the Yayoi
 period converts by use-wear analysis of dotaku in this research. I conducted use-wear analysis 
focusing on the surface observation by a digital microscope. 
One of the results is having established the methodology of use marks analysis of bronze ware.
Moreover, I sent it at the society in and outside the country.About the type of usage of dotaku, it 
was checked that a use trace becomes ambiguous in the new stage of flat button type dotaku.It is 
thought that the conversion to the ritual dotaku from functional dotaku is this stage already 
started.Moreover, as one of the factors of conversion of such a religious service form, I mentioned 
the environmental change by cooling.  
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１．研究開始当初の背景 
（１）弥生時代の青銅器研究において、「こ
れらがどのように使用されたのか」という問
題は、多くの場合それらの形態からの推測に
基づいて論じられてきた。しかし、特に祭祀
道具であった場合は、実際の使用方法がどの
ようであったかによって、祭祀の方法やその
対象の解釈が異なるものとなる。本研究で研
究対象とした銅鐸については、農耕祭祀の際
に用いられるもので、「聞く」銅鐸から「見
る」銅鐸への機能変化が生じたことが指摘さ
れている。ただし機能の転換過程については
大きさや装飾化の度合いから議論されてお
り、その実態が十分に検討されているとは言
い難い状況であった。 
 
（２）銅鐸使用形態の転換過程については、
もう一つ重要な視点がある。それは「生産地
側（使用の中枢地）と受容地側（周辺域）で
使用方法に違いはあるのか」という点である。
これは器物と情報の伝播がどれだけリンク
していたのかという点を考える上でも重要
な視点である。銅鐸分布圏における中心地は
鋳型・製品ともに豊富に出土している近畿地
方である。近畿地方と周辺域の銅鐸使用形態
の転換過程を明らかにすることは、弥生時代
の祭祀構造を考える上で重要な課題であっ
た。 
 
（３）青銅器の使用方法の復元には、形態か
らの推定がほとんどである。しかし銅鐸につ
いては吊り下げた状態での使用と置いた状
態での使用の両方が考えられており、また音
の鳴らし方についても数パターンが想定さ
れる。音の鳴らし方によっては祭祀の方法や
馬の雰囲気も変わってくるため、このことを
明らかにすることは考古資料のみからでは
わからない、当時の人々の姿まで復元するこ
とが可能になるだろう。青銅器の使用方法を
実証的に明らかにするのに、使用痕研究は非
常に有効であると考えられる。使用痕研究は
すでに石器研究で大きな成果を挙げている。
高倍率下で遺物を観察することによって、使
用に関する微細な痕跡を抽出することが可
能である。しかし青銅器についてはそのよう
な使用痕分析の方法論が確立されていなか
った。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究の目的は、客観的根拠が十分で
なかった銅鐸の使用方法・使用期間を、使用
痕分析の手法によって実証的に明らかにす
ることである。そしてそこから祭祀・儀礼形
態を復元し、弥生時代における祭祀構造とそ
れが有した社会的意義にアプローチするこ
とを目指す。 
 
（２）青銅器の使用痕分析の方法論を確立す
る。またその方法を国内外に発信し、青銅器
研究における新たな研究方法を提示するこ

とを目指す。 
 
３．研究の方法 
（１）本研究の中心は銅鐸の使用痕分析であ
る。使用痕分析の方法としては肉眼観察、デ
ジタルマイクロスコープでの観察、レプリカ
法での観察が挙げられる。青銅器の表面には
鋳型表面の細かな凹凸を写し取った鋳肌が
形成される。このため鋳肌の残存状況を如何
に確認するかが重要になる。当初は鋳肌をシ
リコンで型取りして、表面状態を写し取った
シリコンを走査電子顕微鏡などで観察する
レプリカ法を実施しようとしたが、銅鐸表面
への化学的影響が皆無ではないことが研究
開始後にわかった。このためレプリカ法は断
念し、デジタルマイクロスコープでの表面状
態の観察を実施した。 
 
（２）本研究では使用形態転換の地域差も課
題としている。近畿地方の銅鐸についてはそ
の変化についての研究も進められているが、
周辺域との比較検討は十分ではなかった。こ
のため本研究では銅鐸が継続的にもたらさ
れた中四国地域、特に吉備地域出土銅鐸を中
心に観察・検討をおこなった。 
 
（３）銅鐸はこれまで各氏によって全国的な
集成作業がおこなわれてきたが、写真や図を
集めたものはこれまでなかった。本研究では
そのような写真や図の収集に取り組み、今後
の公開・発信に備えた。 
 
４．研究成果 
（１）デジタルマイクロスコープでの銅鐸お
よび銅鐸の鋳型の表面観察をおこない、青銅
器の使用痕分析の方法論を確立できた。鋳肌
は 200 倍前後の倍率で観察が可能であった。
まず鋳型の表面状態を確認し、表面に細かな
凹凸が存在することを確認した（図１）。こ
の凹凸が写し取られて、製品の表面には鋳肌
となって現れる。製品の表面状態の観察では
文様などの凸部と凹部の状態を比較するこ
とで、使用などによる磨滅がどの部位にみら
れ、どの程度進行しているかを確認すること
ができた。磨滅が進行していない部位は鋳肌
が良好に残存しているのに対し（図２上段）、

図１ 鋳型の表面状態（大阪府東奈良遺跡） 



磨滅が進行している部分は鋳肌の残存状況
が悪く、表面は滑らかな状態であった（図２
下段）。 

 
図２ 銅鐸の表面状態 

（上段：未磨滅部位、下段：磨滅部位） 
 
（２）銅鐸使用形態の展開過程については吉
備地域の事例に着目して検討した吉備地域
は各時期における銅鐸分布圏の西端であり、
継続的に銅鐸を受容していることから、周辺
域の検討に適している。銅鐸の使用形態につ
いては突線鈕２式段階において「聞く」銅鐸
から「見る」銅鐸へと変化したことが指摘さ
れてきた。吉備地域では扁平鈕式古段階まで
の銅鐸はいずれも使用痕跡が明確であるの
に対して、扁平鈕式新段階では非常に希薄で
あることを明らかにした。そして新段階でも
新相のものにはほとんど使用痕がみられな
かった。このことから周辺域における銅鐸使
用形態の転換は、扁平鈕式新段階が流通する
弥生時代中期後半に生じたことであったこ
とを明らかにした。また、その背景としては
寒冷化による環境変動が考えられ、寒冷化に
よって広がった可耕地や人口増加による生
産力の向上がそれまでの銅鐸祭祀形態の変
化に影響を与えたことを指摘した。                                                                                                                             
 
（３）銅鐸の鳴らし方についても新しい見解
が得られた。近畿地方の石製舌、土佐地域ぼ
青銅製舌の使用痕を検討したところ、 
その結果、前者は舌の下部を一周巡るように
窪むのに対して、青銅製舌は部分的な磨滅に
留まっていた。具体的な使用方法としては前

者は銅鐸の内面にあてた舌を横方向に滑ら
せるようにして鳴らされたと考えられる。一
方後者は銅鐸内面で前後に振られ、部分的に
内面の突帯にあてることで音が鳴らされた
と考えられる。これらの方法によって出され
た音は、異なるものであったと考えられる。
祭祀スタイルの相違も視野に入れた検証を
続ける必要がある。 
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